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無
桃
品
ナ
タ
ト
デ
問V

ズ
ル 

テ
第
.

V/

規
定
一
一
從
ピ
ー
グ
大
藏
大
ノ
公
表
シ
ク 

V

商
品
、
或

.

V

第1
1

ノ
規
寒
一
一
從
ヒ
テ
桃
關
評
僧 

官
まf

或
：ハ
評
價
宵
爽
ノ
職
務
ヲ
行
フ
者
ガ
評
價 

,-

報
告
ヲ
保
セ

Mル
商
品
.

」1

シ
テ
其
購
，資
惯
格
成
、ノ 

輸
出
者
ノ
賣
價
ガ
輸
出
國
ノ
W
價

(

W
®
ナ
キ
場 

合
バ
生
産
費)

r

ジ
低
廉
ナ
ル
場
合
バ
法
#

ュ
定 

:
,ムA

輸
入
桃
，タ
外
キ
追
加
V

タ
其
差
額
ユ
等
シ
キ 

金
額
：ヲ
特
別
，

「

ダ
ン
ピ
ン
グ
し
眺
ト
シ 
'グ
徵
收
ス

0

.
i
^
.
. 

-,

、4
!
 

V

u

sぶ

 ̂

V

I

£

5 

w

第
旧
，
若
シ
其
.購

買

债

，格
"+
輸

出

國

ノ

市

價

ト

ノ

相 

違

ス

ル

，

B

由
ノ 

一

部
或
し
ハ
，全

部

ガ

卸

寶

/

餘

ノ

相 

.逮：.
n
#
-

シ
：、

其
：商

品

或

：

V

類
®
 
ノ
商
品
ダ
普
通
ノ 

取
引
ふ
於>

v

米

國

；，へ
輸W

ス
ル
目
的
：ヲ
以
人 

:.1.\ 

，目由
 
一
！
取

引.
. ̂

,
ラ
ル
、，數量
一
ガ
其
或

 
'ル

就ズ 

第丸號



浪
ヤ
五
糖

.

a

 

二
八
ニ 

y

 

0

錄
缴
欽
蘭
桃
法
制
定
に
：就
て

稱九號

ぎ

‘

類
似
’

ノ

商

品

ガ

普

メ

収

引

i
r

於
：テ
內
國
消
費

/

-
目
的
ヲ
以
ー
グ
何
人
ト
.チ
自
由

1!

取
引
セ
ラ
ル
、
卸 

賣

ム

數

量
(

內
地

S

費
ノ
卸
賣
ナ
ヶ
レ
パ
合
衆
國 

-

以
外
ノ
外
國
へ
，输
出
ス

V

量

)
m
.

ジ
大
ナ
ル

,！

因
，

が
事
ヲ
諫
慣
官
吏
ノ
：满

ス

：
ダ
程
度
ラ
瞪
明
シ

.

得
'
 

/
 

^
場

合

、ノ
適
當
ノ
價
格
ヲ
減
シ

 

>

 

ネ
法
ヲ
適
用

'第
五
、
若
シ
輸
出
者
ノ
‘賣
價
ト
輸
出
國
ノ
市
價
ト
ノ
リ 

,:

相
違
ス
ル
现
由
ノ
；|
部
>
一
或
：

.V

全
部
ガ
卸
賣
ノ
量I 

;
,ン
相
違
と
.存
シ
、
：其
商
品
或
ふ
ま
似
ノ
商
品
ガ
合 

银
國
內
主
耍
市
場 
一！
於
-
K普
通
ノ
.取
引
ユ
於
-グ
何 

人

ト

自

由

n

収

引

ゼ

ラ

.
ル

 

>
數
量
ガ
、
其
商
品
-
.
™
, 

成

V

類
似
ノ
商
品
ガ
輸
出
國
ノ
生
耍
市
場n

於
ー
グy 

普
通
ノ
取
引
ユ
.於

テ

，何

人

ト

モ.自

由H

取

引

セ

ラ

，
 

ル
，
、
數

量

ヨ

リ

大

：
ナ

ル

：

 
一！因，

ヲ
評
定
官
ま
ノ

 ；- 

:
:滿
足
ス
ル
特
度
r
瞪
明
シ
得
ル
.場
合
ハ
.滴
當
ノ
償
‘ 

格
ヲ
，減
シ
.

法IK

適
用
ネ
。：.

'

ラ
ザ
ル
場
合
安
之
ヲ
加
ス
0
:
.

第
七
、
本
法
ュ
於
チ
輸
出
者
；ノ
寶
慣：

ド
桃
ス
グ
ま

/ 

..X.、

其
者
或
ふ
其
者
ノ
勘
定
ヲ
以
タ
合
银
國
一
て
輸 

入
シ
タ
ル
-者
ガ
輸
入
/
前

或V

後 
一！
賣
却
シ
>
 
ル 

力
、
或\

賣
却
ノ
懷
妳
ヲ
ナ
シ
タ
ル
價
格
ユ
シ
.•グ 

合
氣M

チ
輸
入
ス
：k

一
 1

必
要
ナ
ル
ル
テ
ノ
包
裝
，荷 

ン
造
費
ヲ
资
‘ム
、(

1；T
4
?

ノ
賣
價
中
ユ
合
衆
國
ユ
輸 

.
入
ス
ル
，爲
ュ
，必
要
ナ
ケ
包
装
荷
造
費
以
外
：ノ
費
用 

:ぺ

い

合

激

國

輸

入

桃

ァ

輸

出

地

ン

-
^
"
合

衆

國

內

荷

渡

地 

‘
ユ
至
ル
渾
賃
睹
掛
ヲ
含
：ム
場
合
、ノ 

ヲ
減
シ
、

：

一(二
：}

又

合

衆

國

內

：一
一
於
ー
グ
赋
賣
ス
ル
ユ
必
耍
ナ
ジ 

ト
認4

ル
ロ
錢
ヲ
含
、‘'、居
ラ
パ
之
ヲ
減>

 
ゾ <

三
> 

合
衆
國
內i!.

於
ず
贩1

K

セ
ラ
ル
、
他
ノ
類
似
商
品 

ノ
販
賣
費
用1!

等
シ
キ
費
用
ヲ
減
シ"

(

四)

又
輸 

出
國
一
一
於
テ
輸
出
耽
ヲ
徵
收
セ
ラ
ル
、

合
成
ハ 

其
，商

品

ヲ

合

衆

國

：

‘n.

輸
出
プ
ダ
爲
一一

輸
入
庚
税
ヲ 

受
ケ
タ 

'ル
場
合
、
又A

金

银

國

ュ

輸

出

ス

，
ル
爲
二

.

第

六

"
本

法

：

 

一！
.於

デ

輸

入

商

品

ノ

購
i

s

格
，ト
稱
ス 

ダ
モ
ノ 

V

輸

出 

一！
先

立

チ

：テ

輸

入

者

、
成

ン

其

者 

ノ

勘

定

：ヲ

以‘グ

輸

入
？
^

.

ダ
者

ユ
0 
y
テ

買

収

，ラ
レ 

タ

ル

カ

、

或.

ハ
貫
取.

，ノ

豫

約

ヲ

受

ヶ

タ

ル

賣

i

貝
傅 

格
ユ
シ
ナ
、
若

.

シ
右
ノ
慎
格
中
工
合
衆
國

M
r

輸
出 

ス
ル
：

M

 

.必

要

ナ

ル

凡

ー

グ

ノ

包

装

荷

造

費

ヲ

含

ミ

居 

•

ラ

ザ

ル

場

合.\

之
プ
加
へ
、
港
シ
右
ノ
债
格
中
ユ 

合

衆

國

」！

緯

出K

ル
ン
！
必
要
ナ\

荷
造
包
装
以
外 

ノ
費
用
、
合
衆
國
輸
入
税
、
輸
出
地
ョ
ジ
合
娘
國 

內
荷
渡
地
ラ
至
ル
蓮
賞
諸
掛
ヲ
舍
ム
場
合\

之
等 

ノ
余
額
ヲ
減
ス
。

更

ユ

、
つ
右

.ノ
價

格

中

ユ

合

银

國

と

'输
：出

ス

ル

爲

ユ 

輸

出

國

政

府

4
徵

收

：セ

ラ

グ

、
輸

出

®
 
メ

金

額

：

N

 

舍

ミ

居

ラ

、ザ
ル
：場
へ
ロ
ハ
之
ヲ
加
ス
。

又
右
ノ
商
品
ヲ
谷
衆
國 

一！
輸

出

ス

A

爲

n

‘輸

'出

國 

*r

於
テ
受
ク
べ
キ

.輸
入
戾
桃
或
ハ
其
商
品
ノ
製
，造 

販

資

0
シ
テ
免
税
セ
ラ

W

キ
额
ヲ

含

ミ

居

其

商

品

ノ

製

造

販

賣

ユ

對

，シ

メ

免

桃

ヲ

受

ダ

タ

ル 

場

合

A

ル

タ

其

ま

額

：ヲ

加

ス

。

第
A

本
法
>
於
テ
輸
出
國
ノ
市
價
ト
稱
ス
ル
モ
ノ 

,
 

<

輸
出
ノ
時
ユ
於

'K
1

*

出
國

.

ノ
主
タ
ケ
市
場

n

 

™ 

^

 

一

K

何
人

 

一！
對
シ
一
グ
モ

.

自
由
ユ
取
引
セ
ラ
ル
、
卸 

賣

ノ

懷

格(

若
シ
ほ
地
消
費
ノ
爲
メ
取
引
ナ
キ
時 

™ 

ハ
米
國
以
外
ノ
外
國

>

對
ス
ル
輸
出
價
格

)

ュ
グ 

\

 

.

テ
若
シ
右
ノ
市
價：.ー一

合
衆
國
ラ
輸
出
ス
ル
ュ
必
要 

:

ナ
ダ
包
装
荷
造
費
ヲ
舍
マ
ず
ボ
場
合
,/之
ヲ
加

一

ス

。 

，
"

I

 

但
シ
、
輸
出
ノ

.

時
以
前
ュ
於
テ
輸
入
者
或

'

、ノ
其
者 

I

 

- 

ノ
勘
ヲ
以
テ
輸
入
セ
ラ
ル
、
者

-
 

一"

.

9

ジ

テ

賈

.じ 

V

取
_

ク
レ
タ

^
^
;

ヵ
、
.
又
ン
賈
取
ク
ノ
豫
約
ヲ
受
グ
タ 

ル
場
合

V

其
契
約
成
立
ノ
時
ノ
'市
價
ユ
依
ル
チ
ノ

ト

ス

0 

.

第
九
、V
本
法
そ
於
ナ
生
邀
費
ト
稱
ス
ル
そ

/
 

(

左
記 

ノ
擴
價
並」

r

講
費
用
ノ
合
針
ヲ
意
味
ス
。

第

ャ

五

卷

(
一
11

八
，三)

雜
錄
廣
魚
闕
轴
篇
，
定に就て

银
九
號

セ
faaii*

»



第

十

五

怨

a
1

1

八
四y

 

0 

0

紫
#
蘭
税
法
制
定
に
就
て 

X
1

)

.

製
品
ノ
孤
料
ン
價
格

' 

製
品
：

I
!

混
合
シ

V

 

ル
混
合
物〜

.

便
格

V
 

'

其

他

！

切
ノ
作
業
：}

!
.

耍
：シ

.

.

.

.タ
ル
级
斤
並
ニ
！.勞
，銀J

!

.シ
：
夕

，
普

通

ノ

.意

ゆ
.一！
於
.

チ

輸

出前
}!

其

製

品

ノ

製

道.一！
必

要

ナ

リ

ト

認

.

.-
メ 
得

べ

キ

モ.ノ
；
。
|
: 

I 

(

ニ)

該t

品
ノ
原
®
 
ノ

一
 

割

ヲ

超

過

セ.‘ザ

ル

難
™

，
一，

費
用
？

 

f
 

L',,
ツ

,

(
f
l
l
)

合
衆
國
ー
輸
出
ス

’ル

：
，
ユ

他

耍

ナ

A
;

凡
グ
ノ 

包

裝
.荷

造

：，
/
費

川
、

.

.
■

X

四)
(
一.)

及>
:
(

二)

記

載

セ

ル.原

僧

並

‘
ニ

費

か.

-

ノ

八

分

ヲ

起

過

セ

ザ

ル

飽

園

}
!
.
於
一K

、
，之 
一

I

頻 
.

似

ス

ル

，商

品

.ノ
製

造

者

ガ

普

通

こ

計

算

：ス

ル

利

™ 

,

释

S

シ

キ

利

.
®
、. 

. 

^

第

十

本

法

ユ

於

チ

：輸

出

者

ド

ス

其

者

：ダ

合

.

.,

弗

國 一！：

其
商
品
ヲ
輸
入
‘

ス
ル
力

.

、
或

，ハ
.

其
卷
ノ

.

勘

•
, 

定
ヲ
以

>

合

银

國
こ.興
商
品
ヲ
輸
入
ス
ル
者
ヲ
云

一
シ
、
•且
ッ
輸
出
，人
敎V

製
造
人
..ノ

營

業

，ユ
對
シ 

,

テ
を
二
割
以
上
ノ
投
票
*
成
ハ
支
配
權
ヲ
努
ス

/ 

.

.
ル
場
合
、
，

,:

な
上
は
ダ
ン
ピ
ン
グ
禁
示
法
の

f

卞
じ
し
て
、4?

の 

外
尙
該
法
施
行
法
に
®
す
ふ
規
定
じ
は
"
例
へ
ぱ
ダ
ン
：
 

ピ
シ
グ
の
疑
を
以
て
收
容
せ
ら
れ
わ
る
商
品
の
通
開
け 

關
t
る
規
定
、
評
價
官
道
の
貴
任
事
項
に
關
す
る
規
定
> 

異
議
申
請
に
岡
す
も
規
究
等
あ
れ
ど
も
餘
b
重
要
な
ら 

.ざ
る
を
以
て
洛
略
す
。
い

•
第
セ
、
ヴ
シ
ピA

ヴ
禁
示
法
の
批
評 

.
E

X
T

E
E

^
N

A
L

i
i

總
：評
す
乂
に
ダ
ン
ピ
ン
グ
禁
示
法
は
商
取
引
の
慣
例 

を
考
慮
し
て
取
引
の
®
際
を
害
せ
ざ
る
に
勉
め
た
る
點
：
 

に
於
ャ
は
間
然
す
る
所
無
&
が
如
き
も
>
.
事
®
R
於
て 

は
今
H
の
歐
洲
齋
國
の
如
く
通
®
價
値
の
下
落
せ
る
國 

よ
い
合
難
國
の
如
き
通
貨
價
値
の
高
き
國
R
對
し
て
ダ

第
九
號 

七
ニ 

-即
チ
.ぐ
左
記V

ノ
內
其f

ッM

該
當
ス
ル
；場

合
、ノ
輸 

出
者
ト
稱
ネ
。V

.

(
1
)
「

其
者
.

」

ガ
輸
出
人
、
或

、，
製
造
人
ノ
代
理
人 

,
或

，ハ.曾
腦
者デ

：：：

ル
.場
合
、
又
，バ 

(

一
一)「

其
者」

ガ
直
接
或
バ
間
接i!

特
株
、
支
配
權 

‘
或
.ン
其
，他
；

V

方
法 一！，

0
タ

ー
グ
輸
出
人
或A

.

製
造
.

.
人
ノ
利
翁
.？
取
辟
シ
、
成
ク
之
ヲ
支
配
ス
ル
權 

利
ヲ
有
ス
ル
揚
合
、
又

^̂

(

三)

，.
輸

出

人

或

，バ

製

造

人

ガ

直

接

或

V

間
接
ュ 

持
株
支
配
權
成\

他
ノ
方
法
ュHI

リ
ク「

其
者」

 

ノ
營
業
ノ
利
盤
：ヲ
取
海
シ
、
成
ン
之
，ヲ

配

t<； 

ル
：權
利
ヲ-

有X

ル
镇
合
、
.
又
，I
V
.,,,

.

(

0
 

'
如
何
ナA

,

個
人
又
：ハ
®
赠
ユ
テ
モ「

#
,
者
し
•
 

.ガ

合

同

々

各

個

的

し

！
直
接
或
ン
間
接
：：

I!

持 

株
、.支
配
.權

成

、ノ
其
他
ノ
方
法}!

.
 m

ジ
ー
グ
@
已 

ノ

勘

定

ヲ

以

ダ

：合

衆

，國

‘
 n

輸
入
ス
ル
激
ノ
營
業 

.對

.シ
：：.1I

割

以

上

ノ

投

票

權

成

：
ハ
支

S

權

ヲ
有

ン
.ピ
ン
グ
を
行
ふ
事
は
：顿
め
.て
稀
.

L!:

し
て
，
多
く
，®
場
？
 

合
は
，，却
つ
て
其
.反
對
に
輸
出
價
格
は
本
國
の
市
偕
ょ
り
‘
 

も
高
價
な
る
を
普
通
ビ
な
す
。
之
れ
®
替
和
場
の
S
落 

.を

.利
所
す
れ
ば
、
本
國
市
價
ょ
b
も
遙
に
高
き
價
格
を 

以
て
輸
ね
し
て
も
僻
通
貨
债
値
高
き
國
の
商
品
'
 
マし
0
0: 

す
る
に
充
分
な
れ
ぱ
な
り
。

例

へ

ば

、

獨

逸

の

如

き

は

厳

も

巧

に

此

點

を

利

用

し

M 

.て
輸

出

償

格

.
取̂

り

得

る

眼

ね

高

め

,
得

力

る

餘

剩

は

：
 

.輸
出

税

成

は

利

得

税

の

跟

式

を

以

て

國

庫

R
吸

牧

ず

る

：：
 

の

政

策

を

f

り

。
.

，
其

險

出

慣

格

の

限

界

點

を

決

宛

す

る

も

の

は

所

謂
 

External T
r
i
c
e

の

研

究

に

し

て

、
瑪

f
f
i
の

事

®

を

見

る 

ぶ
ル
國
の f

e
d
e
、e
1a

1l

 

r
e
s
e
r
v
e

 

B
O
A
K
.
D

 

の 

物

價

指

敷

に

據

.る

R
、
千
九
百
十
三
年
の
均
指
數

を
.：. 

..

百

ご

し

た

る

時
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&
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れ
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千
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ざ
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ね
る
時
千
九
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一
十
二
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五
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現
狂
の
物
慣S
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數
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.即

ち

獨

逸
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来

國
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對
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千
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。
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て
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b
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參
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五
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四
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四
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右
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獨
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の

，物

償

、
：の

三

要
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變
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由
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移

動

し

マ

千

九

百
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月
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至

る 

間

に

：次

®
如
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變
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を
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レ
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息
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於
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r
i
c
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な
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達
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な
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を
知
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即
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年
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伯
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落
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菲
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；
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史
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、
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再
び
ァ
シ
ュ
レ
ー
敎
授
の
論
ず
る
？
之
ろ
に
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つ
て
，

嚴
前
史
研
弗
：̂
必
要
！̂
る

质

提

を

述

べ

：
ょ

ぅ

。

'
.
.

「

♦
や

更

に

：最

後

に

終
#
史

其

の

，も

の

に

就

$

て
：述X

る
.ね
先
立
つ
て
、
其
の
前
途
を
十
分
に
糊
く
ざ
こ
ろ
の
‘

の
批
判
が
海
す
る
，
。
：
.
卯
ち
第I"

に

『

經
濟
學
說
に
ソ

相
當
の
親
み
を
有
す
ぁ
之
ど
が
歷
史
家
の
滅
分
內
に
這

入
る
：や
ぅ
な
産
業
現
象
を
觀
察
す
る
の
に
必
要
セ
あ

.タ
。』3

ど
云
ふ
こ

ギ
を
主
張
す
る
。i,.

余
が
す
で
に
以
前

假
定
せ
る
熱
心
家
に
助
言
し
て
、
經

濟

學

說

對

し

て
：，
相

當

の
.'親
み
を
得
る
こ
マ
レ
か
ら
始
め
.る
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う
ね
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め
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億
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と〜

思
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。
然
し
乍
ら
余
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し

て

现

在

め

意

見

ゎ

於

い

て
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入

問

自

身

じ

對

ず

る 

B
義
の
觀
念
か
ら
な
し
れ
こW

を
自
白
し
な
け
れ
ぱ
な 

ら
な
い
。
.理
論
的
經
濟
學
は
英
米
に
於
け
る
多
ィ
の
敎 

師
の
支
持
に
'依
ジ
て
、
非
常
勢

力

が

あ

る

か

ら

、
..彼 

が
彼
@
戾
の
爲
め
じ
し
ぐ
剑
斷
す
る
こ
•ご
が
出
来
れ 

ぱ
處
も
，漁
、
さ
も
な
け
れ
ば
糊
流
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對
抗
す
る
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し
は 

始
ご
正
當
で
な
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う
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殊
：
若
し
も
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師
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し

て

の

其
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職

業
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史
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あ
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が
、
特
に
.研
究
に
最
も
必
要
な
る 

あ
る
時
期
に
織
用
す
る
時

P
う
威
.
#ざ

る

.を

得

な

い

の 

で
あ
る
で
同
し
著
者(

グ
ー

ン
.ス)

は

云

ふ

：。

各

‘々

め

場

仓 

に
於
い
て
直
接
の
證
據
を
以
つ
て
實
際
：に
：吾
人
；
與
へ

第
千
五
港.

(
一
】！

八
九)

，
雜
ハ
錄
經
懷
史
研
究
じ
就
い
て

第
五
號


